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　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、今年も
施設内で敬老祝賀会を執り行いました。芸達者な斉藤
ドライバーによるどじょうすくいと、施設で生活をさ
れているご利用者様と、みなみの苑で働くスタッフの
動画を上映し笑いが尽きませんでした。お祝いの品と
して、職員手作りの賞状とお花を贈呈しました。

敬老の日の昼食は、
松花堂弁当。

９月１５日

９月２０日

敬老祝賀会敬老祝賀会令和
３年度



　新型コロナウイルス感染予防の為、密
を避け、施設内で納涼祭を開催。お菓子
すくいとヨーヨー釣りの後に、アイス、
綿菓子、チョコバナナを楽しみました。
昼食は、ナポリタンと焼きそばの選択食
で、ご自分で選んだ好きなメニューを美
味しく召し上がりました。

納涼祭納涼祭
２０２１２０２１

虐待防止・身体拘束禁止の研修
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　　 99 //2929 三幸カレッジより山口 智緒講師をお招き 三幸カレッジより山口 智緒講師をお招き
し、「虐待防止・身体拘束禁止の研修」が、各事業し、「虐待防止・身体拘束禁止の研修」が、各事業
所をリモートでつなぎ実施しました。「虐待や身体所をリモートでつなぎ実施しました。「虐待や身体
拘束の定義」から「事例を上げてのグループワーク」拘束の定義」から「事例を上げてのグループワーク」
まで基本的な内容から実践で活用できる事まで学びまで基本的な内容から実践で活用できる事まで学び
の多い研修となりました。の多い研修となりました。
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2020オリンピック観戦2020オリンピック観戦

リハビリマシンで筋トレ始めましたリハビリマシンで筋トレ始めました

デイサービス

　デイサービスでも、応援グッズを作り皆さんと一緒に
テレビの前で観戦しました。１９６４年の東京オリン
ピックの時には、２０歳代～３０歳代だった紳士淑女も今で
は〇十歳！応援する姿は、今も昔も変わりません。

　今年の夏も暑い日が続いたので、皆さん水分をしっかり
摂りながらリハビリマシンで汗をかいて熱中症にならない
よう体力アップに励みました。



　みなみ杉田は、京浜急行線　杉田より徒歩１０分の
所にある閑静な住宅地にあります。
　当みなみ杉田は、小規模多機能型施設であり、登
録された方が、「通い」「泊まり」「訪問」サービス
を必要に応じて組み合わせてご利用できる家庭的な
雰囲気の中、少人数での利用で笑い声のたえない施
設になっています。
　又、利用者の方とスタッフが一緒に作成している
季節や行事に合わせた作品はデイルームはもちろ
ん、施設の入口の掲示板にも掲示し地域の方々にも
見て頂き毎月評判になっております。
　しかしコロナ禍という事で、全ての行事が行われ
ず、利用者様、スタッフ日々検温と消毒、体調管理

　新型コロナウイルスによる緊急事態宣言の解除
がなされましたが、厚生労働省からは、高齢者介
護施設・障碍者施設の対応の方針に対する通達は、
まだ届いていません。そのため、面会などの方法
もコロナ禍と同様となっていることをご了承くだ
さい。また、職員ひとりひとりの行動も、引き続
き感染症対策を徹底するように指導されています。
　施設でのご利用者様のご様子は、随時ブログを
更新しているので、是非ご覧ください。� （永喜）https://www.aikokai-minamigp.

or.jp/blog/

ブログのURLとアクセス方法
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に努めており、その中でも少人数で誕生日会や夏祭
り等行い利用者様が楽しんでいただける様考えてお
ります。
　まだ厳しい状況が続いておりますが、いつか収束
して行事が沢山行えるように願っております。

小規模多機能型居宅介護事業所みなみ杉田
管理者　栗田　育世
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